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お得意様各位
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システムサービス課
福 生 市 牛 浜 1 0 4

System-Ｖ 相続税申告書・財産評価･届出書･電子申告等のネット更新について

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお取引を賜り誠にあり
がとうございます。

令和８年度相続税申告書・財産評価・届出書・電子申告プログラムが完成しましたのでお知ら
せします。

ネット更新は、令和8年9月25日(金) 10:00より可能です

電子申告システムをお持ちのお客様は、電子申告環境設定の更新作業も行ってください。
令和8年9月24日にe-Taxソフトが更新となりますので、9月24日以降にe-Taxソフトも更新作業を行
っていただきますようお願いいたします。(e-Tax更新を行わないとデータ変換が正しくできませ
んので必ず行ってください。)

※今回、通常よりも多くの更新作業がございます※

国税情報システムの更改に伴い、申告書様式が従来の紙ベースの処理を前提としたものから
『AI-OCR（AIがより正確に読み取れるレイアウト）』に変更となります。
弊社システムも順次対応を行うことから、今回はマルチウィンドウ端末、AI-OCR環境設定等
通常よりも多くの更新作業がございます。お客様にはお手数をおかけしますが、案内文をお
読みいただき、更新抜けがないようご注意くださいますようお願いいたします。
（更新確認用チェックシートを同封していますので、ご活用ください。）

詳しくは、同封の資料を参照の上、更新作業を行っていただきますようお願い申し上げます。
今後とも倍旧のお引き立てのほど、宜しくお願い申し上げます。

敬具

送付資料目次
※改正保守のご加入(未納含む)及びご注文にもとづき、以下の内容を同封しております。

送付ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

プログラムの送付はございません。ネット更新をお願いいたします。

取扱説明書

・https://www.ss.tatemura.com/ より確認できます。

案内資料

・ System-V ネット更新作業手順及びバージョンNO.一覧表 ・・・・・１～２
３～６● マルチウィンドウ端末 V-5.19 更新方法 ・・・・・・・・・・・・

● AI-OCR 環境設定インストール方法 ・・・・・・・・・・・・・・７～12

・ 電子申告 環境設定インストール方法 ・・・・・・・・・・・・・13～16
・ 相続税申告書プログラム内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・17～19
・ 財産評価 更新内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20～24
・ 届出書セット 更新内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25
・ 電子申告システム 更新内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・26～27
・ （別紙）更新確認用チェックシート

送付内容のお問い合わせ先

送付内容に関するお問い合わせにつきましては、サービス課までご連絡くださいますよう
お願いします。 尚、保守にご加入のお客様はフリーダイヤルをご利用ください。

ＴＥＬ ０４２－５５３－５３１１(AM10:00～12:00 PM1:00～3:30)
ＦＡＸ ０４２－５５３－９９０１

以上
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System-V ネット更新作業手順 26.09

プログラム等のネット更新をご希望のお客様には、弊社システムに更新があった場合マルチ
ウィンドウ端末起動時に以下のメッセージを表示するようになっております。

同時に更新内容につきましては、あら
かじめご登録いただいているメールア
ドレスに更新のお知らせを送信します。

上記メッセージを表示した場合、System-Vの更新(サーバー側)及び電子の環境更新(各端末側)
がございますので、以下の作業手順に従って更新作業を行ってください。

サーバーの更新方法

① 初期メニューより F10 データ変換を選択し

ます。[1000] ＵＰ(更新)を呼び出します。

1000 Ｅｎｔｅｒ を押します。

② 左下図の画面を表示します。

Ｅｎｔｅｒ を押します。

(rootは入力しません)

ｒｏｏｔ は消さないようにしてください。
※パスワードを消した場合エラーを表示します。

③ 左図の画面を表示します。

『４』インターネット自動更新を選択します｡

４ Enter と押します。

④ 左図の画面を表示します。

『インターネットで更新できるか調べてい
ます』のメッセージを表示します。
チェック終了後にインストールが始まり
ますので終了までそのままお待ちください。

転送作業は全システムを見比べ、差分を
インストールしております。
インターネットの環境にもよりますが、
『10～20分』かかります。
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⑤ 転送作業が終了すると、更新したファイル
数を表示します。

Ｆ５ を押して更新画面を終了します。

【ネットワーク端末の場合】 【単体の場合】

⑥ Ｆ５ を

押します。

⑦ Ｆ３ (実行) ⑥ Ｆ５ を押して画面を閉じ、

を押して、 ＶＭシステムを終了し、再度

サーバーを 起動します。
再起動します

転送後のバージョン確認 下記のプログラムは Ｆ９（申告・個人・分析）の１、２頁目・

Ｆ１０（データ変換）の１頁目に表示します。

PG番号 プログラム名 HD-VER 備 考

９７ ＧＰ年度更新 Ｖ-６.２８ 今回変更の各プログラムに対応しました。

５００ 相続税申告書 令和8年版 Ｖ-１.２０ AI-OCR様式に対応しました。

５５０ 財産評価 Ｖ-６.７０ AI-OCR様式に対応しました。
令和8年4月1日以降版 （取引相場のない株式：表番号の変更あり）

１１１０ 届出書セット 令和8年分 Ｖ-６.８０ 税理士添付書類のみ、AI-OCRに対応しました。

８８０ 電子申告 令和8年度 Ｖ-６.３９ ・令和8年9月24日のe-Taxの更新に対応しました。

・最新の税理士添付書類データで変換するように
対応しました。

・オプション[890]相続税電子変換も更新しました。

※今回は、各端末において「マルチウィンドウ端末V-5.19(P.3～6)」「AI-OCR環境設定(P.7～12)」
の更新も続けて行ってください。電子申告ご利用の場合は「電子申告環境設定(P.13～16)」の
更新作業もお願いします。
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《 Windows 11（Microsoft Edge）》

マルチウィンドウ端末（V-5.19）更新方法 ～各端末で作業を行ってください～ 26.09

● V-5.16→ V-5.19への更新を行います。
・インストールを行う際は、全てのプログラムを終了してください。（マルチウィンドウ端末

も閉じます。）終了せずインストールを行うとプログラムが正常に動作しません。

・下記に沿って各端末機でインストール作業を行ってください。

1. タテムラホームページを開き
｢サービス・サポート｣を
クリックします。

2. ｢ダウンロード｣をクリックします。

3. 左図の画面が開きます。

｢ダウンロードはこちらから｣を
クリックします。

4. マルチウィンドウ端末をインストール
します。

左図ダウンロードページの
マルチウィンドウ端末 の
『インストール』をクリックします。

5．[インストール]をクリック後、ダウンロー
ドが始まります。

※ダウンロード中のマーク

が、 注意マークになっ

たら次ページの作業を行ってください。

https://tatemura.co.jp/
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【ダウンロード作業時、 マークを表示した場合】

※「multi････、信頼できることを確認してください。」
のメッセージが表示されていない場合は、

マークをクリックすると表示されます。

「保存」クリックで下図画面を
表示します。

※保存が正しくできた場合は、「ファイルを開く」が表示されます。

6. フォルダへの保存が完了
すると、左図を表示します。

[ファイルを開く]をクリックします。

表示メッセージの文字上にカーソルを置くと､下図の

ように を表示します。

表示した「･･･」をクリックします。

こちらの「･･･」を

クリック。表示した

選択の中の「保存」

をクリックします。

この「･･･」ではありません。

削除ボタン右横の「Ｖ」をクリックし、

表示した「保持する」をクリックします。
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7. 左図の画面を表示します。

7.の画面を表示するまでしばらく
お待ちください。

8． 左図の画面を表示します。

｢次へ｣をクリックします。

9. 左図の画面を表示します。

使用許諾契約書をお読みいただき、
｢同意します｣に●を付け替えた後、
｢次へ｣をクリックします

10. 左図の画面を表示します。

｢インストール｣をクリックします。
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11. 更新作業が始まります。

12.の画面を表示するまでそのまま
お待ちください｡

※下図の画面が出た場合は、［ＯＫ］を
クリックして先に進み、完了したら
パソコンの再起動を行ってください。

12. ｢ウィザードを完了しました｣と表示
したら、 ｢完了｣をクリックします。

以上でマルチウィンドウ端末更新作業は終了です。
↓

パソコンを再起動してください。

再起動後、バージョンの確認を行います

パソコンを再起動後、マルチウィンドウ端末のバージョンを確認します。

画面右上の「ヘルプ」をクリック。

↓
バージョン情報をクリック。

↓
「V-5.19」になったことを確認します。

⇒「ＡＩ－ＯＣＲ環境設定」インストールも引き続き行ってください。
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《 Windows 11（Microsoft Edge）》

AI-OCR環境設定 インストール方法 ～各端末で作業を行ってください～ 26.09

AI-OCRの環境設定をインストールします。
・インストールを行う際は、全てのプログラムを終了してください。（マルチウィンドウ端末

も閉じます。）終了せずインストールを行うとプログラムが正常に動作しません。

・下記に沿って各端末機でインストール作業を行ってください。

1. タテムラホームページを開き
｢サービス・サポート｣を
クリックします。

2. ｢ダウンロード｣をクリックします。

3. 左図の画面が開きます。

｢ダウンロードはこちらから｣を
クリックします。

4. AI-OCRの環境設定をインストール
します。

左図ダウンロードページの
AI-OCR 環境設定の
『インストール』をクリックします。

5．[インストール]をクリック後、ダウンロー
ドが始まります。

※ダウンロード中のマーク

が、 注意マークになっ

たら次ページの作業を行ってください。

https://tatemura.co.jp/
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【ダウンロード作業時、 マークを表示した場合】

※「ai-ocr･･･、信頼できることを確認してください。」
のメッセージが表示されていない場合は、

マークをクリックすると表示されます。

「保存」クリックで下図画面を
表示します。

※保存が正しくできた場合は、「ファイルを開く」が表示されます。

6. フォルダへの保存が完了
すると、左図を表示します。

[ファイルを開く]をクリックします。

表示メッセージの文字上にカーソルを置くと､下図の

ように を表示します。

表示した「･･･」をクリックします。

こちらの「･･･」を

クリック。表示した

選択の中の「保存」

をクリックします。

この「･･･」ではありません。

削除ボタン右横の「Ｖ」をクリックし、

表示した「保持する」をクリックします。
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7. 左図の画面を表示します。

7.の画面を表示するまでしばらく
お待ちください。

8．左図の画面を表示します。

｢次へ｣をクリックします。

9. 左図の画面を表示します。

｢次へ｣をクリックします。

10. 左図の画面を表示します。

｢標準｣が選択されていることを確認し、
｢次へ｣をクリックします。
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11. 左図の画面を表示します。

｢インストール｣をクリックします。

12. 更新作業が始まります。

13.の画面を表示するまでそのまま
お待ちください｡

※下図の画面が出た場合は、［ＯＫ］を
クリックして先に進み、完了したら
パソコンの再起動を行ってください。

13. ｢ウィザードを完了しました｣と表示
したら、 ｢完了｣をクリックします。

以上でAI-OCR環境設定
インストール作業は終了です。

↓
AI-OCR様式印刷をするうえで必要な設定を行います。

マルチウィンドウ端末を起動します。
↓

次頁からの作業を各端末で行ってください。
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【ＡＩ-ＯＣＲ様式印刷対応の設定】 各端末で設定を行ってください。

AI-OCR様式印刷をおこなうためには、以下の条件があります。
・印刷プリンタ指定：Win直プリンタ
・プレビュー：『pdfFactory』

※プレビューを表示するためには『pdfFactory』が必要です。（Adobe等でのソフトでは
表示できません。）ご不明な場合はサービス課までお問い合わせください。

１．AI-OCR対応プログラム使用時の設定を行います。
マルチウィンドウ端末を起動→[F16：マスタ登録]の[920]財務オプション設定を起動します。

AI-OCR時利用プリンタ･･･Win直プリンタ(A4)
プレビュー･･･2:ＰＤＦ と設定して、終了します。
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２．AI-OCR対応プログラムでの入力画面のプレビューを『pdfFactory』で表示させる設定を行います。

マルチウィンドウ端末の右上［WINプリンタ］をクリック→［プレビュー設定］をクリックします。

左図の画面を表示します。

『pdfFactory』をダブルクリック
します。
※pdfFactory以外のソフトは選択しな

いでください。

↓
下図の画面を表示します。

↓
［はい］をクリックすると設定が完了し、画面が閉じます。

【ＡＩ-ＯＣＲ様式対応プログラムでの画面印刷について】

２：プリントでプリンタに印刷せず画面で見られるようにするための「画面(pdf)」を用意しました。

・AI-OCR対応プログラム
「画面（pdf）」を指定してください。

・AI-OCR対応になっていない
従来プログラム
「画面」を指定してください。

【各プログラムのＡＩ-ＯＣＲ様式対応ついて】

国税庁ホームページにAI-OCRに対応した新様式が発表となっております。弊社プログラムでは順次
対応を行ってまいります。プログラムによって対応時期が異なりますが何卒ご理解いただきますよ
うお願い申し上げます。※電子申告には影響はありません。また、従来様式でも受け付けてもらえ
ることは確認済みです。

⇒ 電子申告を行っている端末においては
「電子申告環境設定」の更新作業も引き続き行ってください。
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《 Windows 11（Microsoft Edge）》

電子申告 環境設定インストール方法 ※電子申告をご利用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀでのみ作業を行ってください※ 26.09

・インストールを行う際は、全てのプログラムを終了してください。（マルチウィンドウ端末
も閉じます。）終了せずインストールを行うとプログラムが正常に動作しません。

・下記に沿って各端末機でインストール作業を行ってください。

1. タテムラホームページを開き
｢サービス・サポート｣を
クリックします。

2. ｢ダウンロード｣をクリックします。

3. 左図の画面が開きます。

｢ダウンロードはこちらから｣を
クリックします。

4. 電子申告の環境設定をインストール
します。

左図ダウンロードページの
国税・地方税電子申告システム環境設定の
『インストール』をクリックします。

5．[インストール]をクリック後、ダウンロー
ドが始まります。

※ダウンロード中のマーク

が、 注意マークになっ

たら次ページの作業を行ってください。

https://tatemura.co.jp/
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【ダウンロード作業時、 マークを表示した場合】

※「denshi････、信頼できることを確認してください。」
のメッセージが表示されていない場合は、

マークをクリックすると表示されます。

「保存」クリックで下図画面を
表示します。

※保存が正しくできた場合は、「ファイルを開く」が表示されます。

6. フォルダへの保存が完了
すると、左図を表示します。

[ファイルを開く]をクリックします。

表示メッセージの文字上にカーソルを置くと､下図の

ように を表示します。

表示した「･･･」をクリックします。

こちらの「･･･」を

クリック。表示した

選択の中の「保存」

をクリックします。

この「･･･」ではありません。

削除ボタン右横の「Ｖ」をクリックし、

表示した「保持する」をクリックします。
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7. 左図の画面を表示します。

7.の画面を表示するまでしばらく
お待ちください。

8． 左図の画面を表示します。

｢次へ｣をクリックします。

9. 左図の画面を表示します。

使用許諾契約書をお読みいただき、
｢同意します｣に●を付け替えた後、
｢次へ｣をクリックします

10. 左図の画面を表示します。

｢インストール｣をクリックします。

※ご利⽤の環境によっては、
インストール クリック後、次の画⾯に
変わるまで数分間無反応状態に⾒えるこ
とがありますが、再クリックはせずに
そのままお待ちください。
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11. 更新作業が始まります。

12.の画面を表示するまでそのまま
お待ちください｡

※下図の画面が出た場合は、［ＯＫ］を
クリックして先に進み、完了したら
パソコンの再起動を行ってください。

12. ｢ウィザードを完了しました｣と表示
したら、｢完了｣をクリックします。

以上で更新作業は終了です。

※e-Taxソフトの更新も行ってください。

e-Taxソフトの更新が必要です

e-Taxのバージョンアップが令和8年9月24日にあります。
今回、弊社電子申告ソフトの更新と一緒にe-Taxソフトの更新作業も行っていただきますよ
うお願いします。 以下の方法でバージョンアップしてください。

1.デスクトップ上のe-Taxソフト 2.インターネット接続をＯＫ→国税庁からの
のアイコンをダブルクリック。 お知らせをＯＫ、にして進みます。

3.上記の画面が表示されましたら、｢バージョンアップ｣をクリックし、画面に従って
バージョンアップ作業をお願いいたします。
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相続税申告書プログラム更新内容 ～令和８年以降版～ 26.09

● 『ＡＩ-ＯＣＲ]様式に対応しました

更新前のプログラム(令和7年1月1日以降版) 入力画面で、入力済の表を
で令和8年分の相続税申告書を既に作成して １表ずつ開いて内容を確認
いる場合 してください。

各表の確認点・変更点

AI-OCRの相続税申告書においては「コード」で表示・印刷する項目があります。プログラムでは
文字表示のセレクトを選択することで、コードが自動セットされるようになっています。
※既に入力してある場合は画面を開くことでコードがセットされます。

各表の入力画面を開いて確認してください。

【元号コード】令和 5、平成 4、昭和 3、大正 2、明治 1

【続柄コード】

【該当の✔→「１」へ変更】該当記入欄は、該当の場合「１」を印刷するように変更となりました。

【被相続人登録】元号：各元号欄の左にコードを表示していますので、確認してください。

税務代理権限証書に「事務所名」
が追加になったことから、税理
士欄の表示に追加しました。

※既に入力してある場合は画面を開くことで事務所名が転記されてきます。被相続人登録を
を開いて確認してください。

プログラムを

令和8年版へ更新
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相続税申告書プログラム 更新内容

【相続人登録】 元号・続柄：セレクトで選択したものを「コード」で表示します。

第１表、第２表等の続柄はコード印刷です。

※既に入力してある場合は画面を開くこと
でコードがセットされます。
相続人全員分開いて確認してください。

【第１表】還付がある場合、必ず第１表を開いてください。
[22]欄の用紙から△がなくなっています。そのため、マイナスで表示・印刷するように
プログラムの内部計算が変わっています。

[22]還付される税額
マイナスで表示していることを
確認してください。

[19][23][25][26][27]がマイナス金額の
場合、△→「－」で印刷に変更しました。

【第２表】

続柄のコードを表示します。
（相続人登録から転記しています。）

続柄はコードでの印刷となります。

【第４表の２】相続開始の前年分、前々年分、前々々年分の元号はコードで印刷します。
（画面にコードの表示はありません。）
※既に入力してある場合は必ず画面を開いてください。

入力画面を開くことで元号コードが内部にセットされます。

【第６表】１頁に印刷する相続人数が変更となりました。（入力画面は変更なし）
・未成年者控除欄 ４名→ ３名
・障害者控除欄 一般障害者２名･特別障害者２名→ 一般障害者２名･特別障害者１名
※扶養義務者の印刷の順番を変更しています。

【第７表】[12]割合の小数点以下表示 ７ケタ→ 10ケタに変更しました。

〈相続のしかた 記載例〉

小数点以下10ケタで
表示・計算するよう
に変更しました。

画面を開いて10ケタに
なっているか確認して
ください。

【第11表付表１～付表４】様式に、細目等のコード欄が追加となりました。

プログラムでは「13：財産入力」での登録時に必要なコードがセットされるように設計していま
す。（セレクト選択した細目等に「コード」が自動で付く、入力をコードで行う等）

〈第11表付表３〉
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相続税申告書プログラム 更新内容

【第11の２表】・税務署欄：「署」が固定となりました。
・年分：「年分」が固定となりました。

※｢税務｣の文字は
入力不要です。

※年分欄
入力画面は｢年分｣を
表示してあります｡

様式に｢年分｣がある
ため、｢年分｣は印刷
しません

・２．相続時精算課税適用財産の明細：贈与年月日元号はコードで印刷します。
※既に入力してある場合は必ず画面を開いてコードを確認してください。

【第12表】 ・様式で1頁1行減ったことから、印刷可能件数が2行(1行×2頁分)減となりました。
・各区分の記載方法がコードとなりました。（「13：財産入力」で登録しているコード
を印刷します。）

【第13表】 ・元号：各元号欄の左にコードを表示していますので、確認してください。
・1頁の行数が変更となったことから、葬式費用明細の登録数を6行分増やしました。

【第15表】 [28]その他欄の上行が削除となり、記載は１行のみに変更となりました。

《代償財産について》

入力画面：今までどおり『代償財産』と『その他』を区別して表示し、印刷用に
『(その他計)』欄を追加しました。

印刷：『代償財産』と『その他』を合計した（その他計）の金額を印刷します。

※e-Taxは２段書きのままのため、電子申告の変換は代償財産・その他を別々に変換します。

【第８表】【第９表】【第10表】【第11表】【第14表】元号：「コード」で表示します。

※既に入力してある場合は必ず画面を開いてください。入力画面を開くことで元号コードが
内部にセットされます。

【チェックシート】２頁目様式：「その他の財産」に今まであった「暗号資産はありませんか。」
の欄がなくなっていますが、入力画面には残してあります。



- 20 -

財産評価プログラム更新内容 26.09

● 『ＡＩ-ＯＣＲ]様式に対応しました

更新前のプログラム(令和6年度版)で 入力画面で、入力済の表を
令和8年分の財産評価を既に作成して １表ずつ開いて内容を確認
いる場合 してください。

各表の確認点・変更点

【計算基準日のチェック】 入力・プリント時、計算基準日をチェックするよう機能追加しました。

①「令和８年３月31日以前」の場合は ② 年月日の入力が揃っていない場合は
下図のメッセージを表示します。 下図のメッセージを表示します。
使用プログラム年を確認してください。 年月日すべてを入力してください。

【個人情報登録】 入力文字数を、相続税に合わせて変更しました。
フリガナ・氏名・住所欄の上下各行 全角40→ 20文字へ変更。

全角20文字を超えて入力していた場合は、下図のように入力枠からはみ出して表示します。
入力画面を開いて確認し、20文字以内で入力し直してください。

【土地・土地の権利】 ・「所在地番」３行→ ２行となりました。
・各住所、氏名欄の入力可能文字数を増やしました。
・区分欄が別表示になったことから、「Ｌ３」の１行目を区分名欄としま

した。(全角40→ 10文字)

印刷

※【14：土地等(フリー)】は今回メニューから外しました（データを入力しても、AI-OCR
様式にプリントが合わせられないため）。ご承知おきください。

プログラムを令和8年

4月1日以降版へ更新



- 21 -

財産評価プログラム 更新内容

【地積規模大宅地適用チェックシート】今回の更新前に「[14]土地(フリー)」を選択していた場合

【14：土地等(フリー)】がプログラムからなくなったため、[11]の土地No.から
所在地番・氏名等は転記されます。画面を開いて確認してください。

【配偶者居住権等】 [11][14]：相続税評価額が時価の場合

評価額が時価の場合、今までは時価の欄に入力した文字を印刷していましたが、AI-OCR様式では
文字等が固定となっていて印刷ができないため、金額(計算結果を上書き)のみの印刷となります。

印刷

【上場株式の評価】 ・「銘柄コード」欄が追加となりました。
・｢課税時期の最終価格｣月日→ 元号と年の欄が追加となりました。

・「取引所」がコードでの印刷となるため、セレクト欄となりました。
今までと入力が異なり、入力済のデータは読込みできず消されるため
必ず画面を開いて選択入力してください。

セレクトで選択するとコードがセットされます。
（ 印刷はコードのみ）

【定期金の評価】 入力文字数を変更しました。

「定期金又は契約の名称」「定期金に関する権利を取得した者」28→ 30文字

定期金の給付者「氏名又は名称」 １行28文字→ １行10文字×２
「住所又は所在地」１行28文字→ １行20文字×２

氏名・住所欄は１行入力→２行になっています。必ず画面を開いて、文字がはみ出して表示
している場合は再度入力を行って整えてください。
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財産評価プログラム 更新内容

【営業権の評価】 [8]計算欄の「,000,000」の固定表示をやめました。

今まで 手入力の場合
例）「1,234,567」

↓
今回 「1,000,000」

となります。

【取引相場のない株式の評価明細書】

《表の様式》

第１表の次葉→ 第１表の１(続)

第４表→ 第４表の１
第４表の２(続)

第５表の次葉→ 第５表(続)

第７表→ 第７表の１
第７表の２(続)

第８表→ 第７表の３

となりました。

《第１表の１・２》

｢会社名｣ １行20文字→ １行10文字×２ に変更しました。

会社No.の名称を10文字ずつ2つの
行へ転記します。

※既に入力していた場合は画面
を開いて会社名を確認してく
ださい。

「続柄」｢役職名｣「株式の種類」をセレクトに変更。コードもセットするよう機能更新しました。

コードも印刷します。

「氏名又は名称」 １行８文字→ １行10文字×２に変更しました。

コードをセットするよう、更新後に初めて各ユーザコードのデータを開いたときに一度
限りの変換を行います。(セレクト欄にコードが表示されない場合は選択してください)
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財産評価プログラム 更新内容

「法人税 読込み」
別表２のデータを読み込みます。
・氏名又は名称：上下段の文字をたして、先頭から10文字を上段・次の10文字を下段へ転記
・続柄：別表２の続柄コードにより、セレクトと一致するものを転記

（一致しないものは「18：その他」へ）

法人税 法人税
別表２ 読 み 込 み

《第３表[34]》《第６表[36]》

｢株式に関する権利の評価額｣
株式に係る権利の4つをそれぞれ印刷→「 円 銭」の固定欄になり、合計を印刷するように変更

となりました。

なお、小数での記載をしている場合は下図のようになります。

合計

《第４表》 [11][18]の法人税申告書からの読み込み

令和8年6月の法人税申告書の更新において、別表４[52]①、別表5(1)[31]④の金額が「マイナス」
の場合に、△→「－」での表示に変更しましたが、そのことによりマイナスの金額が読み込めな
いケースがあることが今回の出荷前に判明し、改善をしました。

【財産一覧表】

［読込］において、上書き金額も消してから転記するよう機能変更しました。

［F4：継続］で読み込み転記を行います。
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財産評価プログラム 更新内容

【入力画面からの印刷について】

各表で全頁まとめて印刷するものは「全頁をプレビュー/印刷します」の注記があります。
※注記がない表は、表示している画面のもののみを印刷します。

「全頁をプレビュー/印刷します」の注記がある場合で１頁のみ印刷したい場合は「２.プリント｣
でおこなってください。

「2.単表」を選択します。
［Enter］キーを押すと
１頁目のみ印刷します。

↓
※１頁目を飛ばして、２頁目を印刷したい場合は、［Enter］キーの代わりに『P』を押します。

↓
(２頁)の表示が出たら[Enter]キーを押すと２頁目を印刷し、（３頁）の表示が出ます。

印刷する頁は[Enter]キー、印刷不要な場合は『P』を押し、途中で印刷を終了する場合は
[F5：終了]キーを押してください。
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届出書セットプログラム更新内容 26.09

● 税理士添付書類のみ：『ＡＩ-ＯＣＲ]様式に対応しました
現在AI-OCR様式になっているのは１頁目の画面の税理士添付書類のみです。

AI-OCR様式
[801]-[803]
[811]-[818]
[821]-[828] 対応済

[805]～[807]は電子申告
専用のため、AI-OCR様式
ではありません。

※ そのほかの届出書は従来版のままです。
全システムの更新となりますことからお時間をいただいておりますが、随時更新して
対応しますので、しばらくお待ちいただきますようお願い申し上げます。

★新しくプログラムを作り直しております。今までのデータから変換する場合は、画面右上の
「□旧データを移行する場合はチェック(全項目対象)」のチェックボックスをクリックします。

★ＧＰ申告情報登録からの一括転記をやめて、各入力画面から氏名・住所等を転記するように
機能変更をしました。（各届出書での転記要望が多かったため。）

ＧＰ申告情報登録からデータを転記する場合は、画面左上の
「□GP申告情報を読込みする場合はチェック（青ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝ）」のチェックボックスをクリック
します。→青アンダーラインの付いた読込み対象項目にデータを転記します。

［801・805 税目の該当欄］画面：チェック右横に「1」を表示。 印刷：｢1｣のみ印刷します。

［811・821 対象税目欄］

「税」は付けずに入力してください。
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電子申告システム更新内容 26.09

【 国税 】

● 令和8年9月24日のe-Tax更新に伴い、弊社電子申告システムも対応しました。

e-Taxにおいて、[110]法人税申告書プログラムで用意している全別表（[200]追加別表
含む）のうち、「特別償却の付表」以外が受付開始となりました。

※特別償却の付表については、e-Tax対応となるまでの間はＰＤＦ添付または郵送での
申告を行ってください。

● 最新の税理士添付書類で変換するよう対応しました。（令和8～5年）

今回更新後の[1110]届出書プログラムで作成した
データで変換します。

届出書データは[880]電子申告システム変換画面と
連動していますので、変換前に必ず画面を開いて
入力内容を確認してください。

[12]～[14]、[22]～[29]それぞれを開いて確認します。

※相続税電子の場合は[500]相続税申告書で各相続人
ごとに入力内容を確認してください。

★プログラムの更新前に作成済みの場合
データがカラの状態です。

↓
入力画面右上の

「□旧データを移行する場合はチェック(全項目対象)」

をクリックしてください。
↓

更新前に入力したデータが転記されます。
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電子申告システム 更新内容

※e-Tax・電子交付への同意方法の変更について※

令和8年9月24日以後、電子交付への同意方法が変更となり、「還付金振込」などの一部を除いて
は、申告の都度ではなく、「マイページでの一括同意」が必要になるとのことです。

《e-Taxホームページ》
【https://www.e-tax.nta.go.jp/tsuuchi/tsuuchimenu.htm】より抜粋

処分通知等の電子交付について
【電子交付への同意方法の変更】
〇電子交付への同意方法は、原則、「申請等の都度の同意」から「事前の一括同意」

に変更されます。
電子交付を希望する方は、これまで電子交付を利用していた方も含め、e-Tax上で
一括同意の手続が必要になります（令和8年9月24日以降に、e-Tax上で一括同意の
手続ができるようになります。詳細については、後日e-Taxホームページでお知ら
せします。）。

〇これまで電子交付の対象であった以下の通知書等については、令和8年9月24日以降
も、一括同意の手続なく、電子交付されます。
・「国税還付金振込通知書」については、申告・申請等の都度、電子交付への同意を

することにより、電子交付されます。

【https://www.e-tax.nta.go.jp/kakunin/kouseituuchi.htm】での注意事項

令和8年9月23日以前に提出した所得税及び復興特別所得税の確定申告書においてe-Taxに
よる交付を希望していた場合であってもマイページ上で受領方法に「電子（e-Tax）」を
選択していなかった場合、電子交付を受けることができませんのでご注意ください。

弊社各申告書プログラムの基本情報登録（相続税は相続人登録）に、電子申告用の通知希望欄を
用意して、電子申告変換を行っております。

令和8年9月24日以降、申告時に通知希望とした場合でも、別途「マイページでの一括同意」が
必要となるとのことですのでご注意ください。
詳細は、e-Taxホームページ【https://www.e-tax.nta.go.jp/】にてご確認願います。

【 地方税 】

● 最新の税理士添付書類で変換するよう対応しました。

[882]法人送信データ作成の[12][13][14]税務代理権限証書は国税用です。地方税は[1110]届出書
プログラムの[801][802][803]のデータを変換します。送信前に画面を開いて入力内容を確認して
ください。※プログラムの更新前に作成済みの場合は「旧データを移行」してください。

地方税電子変換は
[1110]届出書の
[801][802][803]
ﾃﾞｰﾀを変換します。
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